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① 燃料電池は水素と酸素を化学反応させて

電気エネルギーを取り出す発電装置です。

１．燃料電池とは

② 化学反応としては水の電気分解の逆反応です。



２．燃料電池の特長

① 環境に優しい
発電部は低振動・低騒音であり、大気汚染物質（Ｎ
Ｏｘ、ＳＯｘ、ＣＯ２等）を殆ど発生しません。

水素使用の場合排出物は水のみです。

② 小型・高効率
機械伝達部が無い為、小型化が可能であり、ま
た、途中の熱変換や機械的変換が無い為、高い
エネルギー効率が実現できます。

③ 排熱利用（コー ジェネレイション）
燃料電池の作動温度（排熱）が有効に活用できる為、
総合エネルギー効率を高くすることが可能です。



３．燃料電池の原理



４．燃料電池の歴史

・１８３９年　　　Ｇｒｏｖｅ卿（英）によって世界初の燃料電池の実験

　　　　水の電気分解の後、電圧計をつなぐと電圧が発生することを確認

・１９６５年　　　米国宇宙開発ジェミニ計画に固体高分子型燃料電池を搭載。

　　　当時使用した高分子電解質膜の欠陥により注目を得られず。

・１９６９年　　　米国宇宙開発アポロ計画にはアルカリ水溶液型燃料電池搭載。

　　　　アルカリ水溶液型はＣＯ２の存在を極めて嫌うため用途が限定される。

・１９８３年　　　カナダのバラード・パワーシステム社が新しい高分子電解質膜（現行品）を　　　
　　　　　　　用いた固体高分子型燃料電池の開発に成功。

・１９８９年　　　バラード社とドイツのダイムラー社が車載用燃料電池として共同開発開始。

・１９８０年代　　日本ﾑｰﾝライト、サンシャイン計画によりリン酸型、溶融炭酸塩型の開発。　　　　　　
　　　　　　　ＮＥＤＯを通して民間委託へ。　１９９２年固体高分子型着手

・１９９７年　　　バラード社にダイムラー社及びフォード社が資本参入する。　　　　　
　　　　世界各国自動車メーカーの燃料電池車開発に拍車がかかる。

・２００２年　　　トヨタ、ホンダが燃料電池自動車を販売開始。



５．燃料電池の種類
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燃料供給方法による区分と用途
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①　基本特性

６．燃料電池の開発課題

　信頼性・寿命・環境特性（氷点下）

②　コストダウン

　　高価な原材料・量産効果への期待

③　水素ガス、燃料

　　インフラ整備・水素製造・燃料貯蔵

④　規格、基準の整備

　　　安全性、規制緩和



７.大同メタル製燃料電池の特長

② Passive Type が基本

・シンプルな構造である。

・補機類を必要としないので携帯性に優れる。

・Hybrid Typeはファンを装備することにより、

　発電効率が上がる。

① 固体高分子型燃料電池です。

③ 補機類を必要としないので、無振動・無騒音です。

④ 反応により生成された水は、反応熱により蒸発します。
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８．大同メタル製燃料電池の構造（Ｈｙｂｒｉｄ　Ｔｙｐｅ）



ＨＦＣ－１２５０　VI特性曲線
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水素消費量について

Ｆｕｅｌ　Ｃｅｌｌ　Ｈａｎｄ　Ｂｏｏｋ　より

化学定数　Ｋ＝０.０３７６０５ｇ　（０．４１８３９L）
（単ｾﾙに１時間当たり１Aの電流を流すのに必要な水素量）
※参考までに・・・
K=（３６００／９６４８７）　ｘ　（２．０１５８／２）

よって

水素消費量（L)＝K　ｘ　ｱﾝﾍﾟｱ（A)　ｘ　時間（ｈｒ）　ｘ　ｾﾙ数
となります。

例：１２V－６０W出力のスタックを２時間使用すると、
　　　０.４１８３９ｘ５ｘ２ｘ２０＝８３.７L
　　の水素消費量となります。



９.水素吸蔵合金の原理と特性

圧力（機械エネルギー）
　　加圧、冷却

M　　+　　H２　　 　　MHｘ　　+　　ΔH

　　　　水素吸蔵合金　　　　減圧、加熱 　　　　　　熱

　　水素（化学エネルギー）　　

基本特性は一定温度下での圧力・組成曲線で表される（P-C-T線図）



水素吸蔵合金の特性



水素吸蔵合金ﾎﾞﾝﾍﾞの保温温度の違いによる発電特性
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<評価条件＞
・水素消費量を一定とする為、電流値を４（Ａ）にて固定。
・各湯煎温度は±２℃の範囲で評価。
・それぞれの評価はＭＨﾎﾞﾝﾍﾞを２本使用。
・室温：１８～２０℃、湿度：４０～５０％の環境にて実施。



水素吸蔵合金ﾎﾞﾝﾍﾞの使用数の違いによる発電特性
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＜評価条件＞
・水素消費量を一定とする為、電流値を４（Ａ）にて固定。
・ｽﾀｯｸ及びＭＨﾎﾞﾝﾍﾞを１つのｹｰｽ内に収め、ｽﾀｯｸの排熱を利用して保温。
・室温：１５～２０℃、湿度：４０～５０％の環境にて実施。


